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子ども・子育て審議会資料  

小平市待機児童解消に向けた緊急対策（令和３～７年度） 

 

市はこれまで、保育サービスの拡充に向け、私立保育園の開設など様々な施策を実施して

いますが、東地域の就学前児童数の大幅な増加や認可保育園等への利用申込率の上昇により、

令和２年度４月１日時点の待機児童数は昨年から６３人増の１５９人となっています。また、

このうち特に１、２歳児が１２８人となった状況を受けて、待機児童の解消にスピード感を

持って臨む必要があることから、緊急かつ積極的な対策を実施します。 

なお、保育の整備には多額の経費を要することから、市の財政状況等を勘案し、最少の  

経費で最大の効果を得られるよう、下記４つをポイントに対策を実施します。 

 

 

・大規模開発等により就学前児童数が増加している東南地域への対応 

・待機児童数の大半を占める１、２歳児への対応 

 

 

・保育の受入枠を早期に拡充 

・令和７年度までの保育ニーズ（東南地域、１、２歳児）見込みに対応 

 

 

・私立保育園の新規開設（５年間で８園） 

・既存保育園の空きスペースを活用した定期利用保育の実施 

・幼稚園の認定こども園化（１、２歳児の受け皿確保）を推進するほか、あらゆる対策を検討 

 

 

  これまで決定している公立保育園２園（仲町保育園、津田保育園）に花小金井保育園を加えて、 

  令和７年度末までに３園を民間移行 

※ 公立保育園の運営のあり方に関する方針<改訂版>では、公立保育園９園のうち今後５園維持を見込んでいます。 

 

<対策のスケジュール> 

年度 私立保育園開設 定期利用保育 移行公立保育園 保育の受入(1、2 歳児増加分) 

令和３ １園 ３園  ４２人 

令和４ ３園   ７２人 

令和５ １園   ２４人 

令和６ ２園  仲町及び花小金井保育園 
移行園１歳児拡充 

令和７ １園  津田保育園 

計 ８園 ３園 △３園 １３８人 

 

ポイント１ 的を絞った対策 

ポイント２ 今後５年間で早期に実施 

ポイント３ あらゆる対策を組み合わせて実施 

ポイント４ 公立保育園の民間移行による財源確保 

取扱注意 


